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第第1010　犯罪情勢と捜査活動　犯罪情勢と捜査活動 

 

 

 

北海道警察では、適正な死体取扱業務を推進して犯罪死を見逃さないよう積極的に検視官

を臨場させ、死体取扱業務に携わる警察官に対する教育訓練の充実を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)　 重要犯罪 

令和６年中の道内における重要犯罪（殺人、強盗、不同意性交等、不同意わいせつ、放火、

略取誘拐及び人身売買）の認知件数は522件で、前年に比べて60件（13％）増加し、検挙件数

は491件で、前年に比べて74件（17.7％）増加しました。 

初動捜査を徹底するため、捜査員を迅速に大量投入して緊急配備や聞込み捜査、防犯カメ

ラ画像の収集、解析等を徹底するなど、道民の皆様の御協力をいただきながら早期解決に努

めています。 
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   (2)　 令和６年中の主な重要犯罪の検挙事例 

 

 《事例１》旭川市神居古潭における女子高生被害殺人事件を検挙 

 　令和６年４月、旭川市神居古潭で発生した女子高校生被害の殺人事件で、無職の女らを検挙

 しました。 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旭川中央署、旭川方面本部捜査課、捜査第一課）

 

 《事例２》江別市内における男子大学生被害の強盗致死事件を検挙 

　令和６年10月、江別市内の公園において発生した男子大学生被害の強盗致死事件で、交際者

の女とその知人らを検挙しました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（江別署、捜査第一課）

 

(3)　 重要窃盗犯　  

令和６年中の道内における重要窃盗犯（侵入窃盗、自動車盗、すり及びひったくり）の認

知件数は1,014件で、前年に比べて117件（10.3％）減少し、検挙件数は712件で、前年に比べ

て49件（6.4％）減少しました。 

重要窃盗犯は道民に最も身近な犯罪の一つであることから、初動捜査の徹底や各警察署の

情報共有、合・共同捜査等を積極的に推進するとともに、道民の皆様から不審者に関する通

報等の御協力をいただきながら事件検挙に努めています。 
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   (4)　 令和６年中の主な重要窃盗犯の検挙事例 

 

 《事例１》北海道内全域にわたる組織的な連続侵入窃盗事件 

 　令和５年から令和６年にかけて、北海道内の郊外において連続発生していた空き巣等侵入窃

 盗事件で、ベトナム人犯罪グループの３人を検挙しました。 

 　　　　　　　　　　　（千歳署、深川署、北署、白石署、捜査第三課、旭川方面本部捜査課）

 

 

 《事例２》クレーン付きトラックを対象とした組織的な連続自動車盗事件 

 　令和６年３月、岩見沢市、江別市、千歳市、栗山町の郊外においてクレーン付きトラックを

 対象とした連続自動車盗事件で、アフガニスタン人犯罪グループの６人を検挙しました。　 

 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　（江別署、千歳署、岩見沢署、捜査第三課）

 

 

 

令和６年中の道内における知能犯罪の認知件数（特殊詐欺を含む。）は1,208件で、前年に比

べて218件（22％）増加し、検挙件数は578件で、前年に比べて44件（7.1％）減少しました。 

重要知能犯事件（贈収賄、選挙、経済的不正）は、道民の生活に密接した犯罪であることから、

今後も、情報収集をはじめ、被疑者検挙に向けた捜査に努めていきます。 
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   ○　 令和６年中の主な検挙事例 

 

 《事例》豊頃町施設課長らによる町道舗装工事をめぐる贈収賄事件 

 　豊頃町施設課長は、同課が主管する道路舗装工事の指名競争入札における指名業者の選定に

 関し、令和５年３月頃、特定の建設会社の落札を容易なものとするため、特定の業者を指名す

 る取り計らいをし、その謝礼として、令和５年４月８日、合計約11万円相当の宿泊、接待を受

 け、さらに、令和５年７月頃、前記と同様に、指名競争入札において特定の業者を指名する取

 り計らいをし、その謝礼として、令和５年８月頃、合計約４万円相当の飲食の接待を受けた事

 実を特定したため、同課長及び建設会社の代表を贈収賄の事実で検挙しました。 

（帯広署、池田署、釧路方面本部捜査課、捜査第二課）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【警察犬の活動】

【鑑識活動】
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(1)　 現場鑑識活動 

現場鑑識活動は、犯罪現場等において犯行の状 

況を明らかにして証拠を保全する活動です。 

　現場鑑識活動では、現場状況を保全したり、指

紋や足跡等を発見、収集するとともに、各種資料

に科学的・合理的検討を加えて必要な情報を得る

などの活動を行います。 

 

 

(2)　 機動鑑識係の活動 

機動鑑識係は、警察本部鑑識課、方面本部鑑識課に置かれ、重要犯罪、重要窃盗犯等の様

々な事件を対象に、道内全域にわたり機動力と専門的知識・技能を生かした鑑識活動を行っ

ています。 

また、現場鑑識活動の強化を図るため、大規模警察署にも機動鑑識係が置かれ、日夜発生

する事件、事故現場にいち早く出動しています。 

 

(3)　 警察犬の活動 

警察犬は嗅覚力が人間の3,000倍から１億倍と 

いわれており、犯罪現場に残されているであろう 

「犯人の臭い」から逃走経路を追跡して犯人を発 

見するなど、「鼻の捜査官」として活動しています。 

そのほか、行方不明者や災害被災者の捜索等の 

様々な警察活動において活躍しています。 

令和６年末現在、北海道警察が直接飼育管理し 

ながら訓練している犯罪捜査犬６頭と、北海道警察 

が実施する審査会に合格し、各種警察活動を嘱託 

している民間飼育の嘱託警察犬64頭がおり、事件 

捜査や行方不明者の捜索等で活躍しています。 

 

 

 

 

 

 



【ＤＮＡ型鑑定】
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(4)　 科学捜査研究所の活動  

凶悪犯罪をはじめとする様々な事件・事故等を科学的

に解明するための鑑定や検査を行うとともに、鑑定の高

度化を目指した研究を行っています。 

検査スタッフは、警察本部の科学捜査研究所のほか、

函館、旭川、釧路、北見の各方面本部にも科学捜査研究

室が置かれ、全スタッフがそれぞれの分野のエキスパー

トとして鑑定、研究に励んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)　 鑑定の高度化 

現在、警察本部で行っているＤＮＡ型鑑定の精度は、

最もありふれたＤＮＡ型の組合せの場合でも約565京人に

１人となり、極めて高い精度で個人識別することが可能

となっています。 

また、科学捜査研究所では各種高性能鑑定機材の整備

に努めており、科学捜査力の強化が図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○　犯罪現場に残された血痕等から個人を識別するためのＤＮＡ型鑑定
 

○　発見された塗膜片、ガラス片、繊維片等の鑑定からの犯行の立証
 

○　覚醒剤・麻薬等の薬物鑑定　　　
 

○　変死事案等における死因究明のための医薬品・毒物の鑑定
 

○　火災・爆発事故や交通事故等の原因究明のための鑑定　○　通貨の偽造鑑定
 

○　筆跡鑑定　○　ポリグラフ検査　○　銃器鑑定

科学捜査研究所で実施する鑑定業務

 
○　犯罪に使用された薬物・毒物等を鑑定する高度分析装置　

 
○　防犯カメラに映った顔画像の異同識別に使用する３次元

 
　顔画像識別装置

 
　○　音声の異同識別に使用する音声識別装置

各種高性能鑑定機材の整備

【薬物鑑定】


